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自己紹介
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藤田章夫 1973年2月15日生まれ。51歳。兵庫県神戸市出身
ベンチャー企業を経て、1999年ダイヤモンド社入社。書店営業、取次営
業を担当した後、2006年に週刊ダイヤモンド編集部に異動、保険業界
の担当記者となる。途中、電機業界や証券業界も担当しながら、毎年１
回の保険特集で執筆。15年に副編集長となり、保険・不動産・ゼネコン・
マクロ経済を担当。19年4月から編集委員。同年7月からダイヤモンド・
オンラインの連載「ダイヤモンド保険ラボ」をスタート

2005年〜不払い問題 2006年12月
「医療保険」に特化

2015年1月
業界メインにシフト

2019年7月
「保険ラボ」スタート

有料化
スタート



【調査報道】外資系生保や代理店問題を報道
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2012年・アフラックの欺瞞にメス

2014年・委託型募集人問題

2013年・メットライフアリコ

2024年・楽天インシュアランス



保険特集２０２５「保険 大激変」 （本誌は3/17発売）
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保険会社から代理店への
現役出向者5人がぶちま
ける現場の実態「情報漏
洩？やろうと思えばやれ
た」【覆面座談会】

東京海上日動社長に聞く
代理店制度問題の処方箋
「出向者引き揚げ」は自
立支援とセット、「テリ
トリー制」は新たなモデ
ルを構築へ

保険会社＆乗り合い代理
店社員必読！業務が大激
変する法改正とルールの
中身【論点一覧表付き】

保険業界へ有識者が苦
言！「損保の構造的課題
は継続議論が必須、比較
推奨販売の潜脱は許され
ない」

●保険業法、施行規則、監督指針などの改正を
控え、今年は正念場を迎える保険業界。今年の
保険特集は改正の【論点整理】を主眼に
●大手生損保トップインタビューのほか、はな
さく・なないろ・メディケアなどのトップイン
タビュー。有識者や損保協会のキーマンも



本日お話しすること

DIAMOND.Inc 5

１ 今回の問題の背景 → 金融庁のスタンス
２ 法改正・施行規則・監督指針の行方
３ 監督指針・第一回目のパブコメが混乱中
４ 比較推奨の監督指針の中身
５ 手数料ポイント制度が監督指針に
６ 詳細不明の特定契約比率、適用除外・・・
７ 損保協会長・MS舩曳社長
８ 代理店の再編第２章がスタート



保険業法の一部改正案・国会成立→26年6月
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保険業法の一部改正案
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（参考）FD原則の制定から保険業法改正まで
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金融庁のスタンス
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● 10年前の保険業法改正の後始末
● 再発防止
● ルールメイキング
● パブコメ回答は慎重に
● 代理店より保険会社が問題



2014年の保険業法改正の主な内容
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8割超のノンプロが対象 10年前改正のツケ
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10年前の保険業法改正で生保業界は対応してきたが、
損保業界はどうだったのか？隣の話として、対応して
こなかったのではないか。そのツケを今、払うことに
なったのではないか。



トヨタモビリティ東京、グッドスピード、ネクステージ
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金融当局としては、最大手の兼業代理店に立ち入り
検査を行い、業務改善命令を出すことで、今後厳し
い姿勢で臨むことを明確にした



大規模乗合代理店への体制整備の強化
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（資料）金融庁「損害保険業等に関する制度等ワーキング・グループ（第3回）」資料（2024.10.30）

20億円
が基準

か



監督指針・第一弾 パブコメに「約600件」の意見
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監督指針パブコメ：某生保が生保協会案に異論
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（参考）損保業界の問題（代理店との関係性）
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「顧客の最善利益を勘案する義務」が法制化
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（資料）金融庁「損害保険業等に関する制度等ワーキング・グループ（第4回）」資料

2024年11月施行の「金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法律」では、「金融サービスの
提供等の業務を行う者に対して、横断的に、顧客等の最善の利益を勘案しつつ、顧客等に対して誠実か
つ公正に業務を遂行する義務」が新設された（改正金サ法第2条１項）

●損保問題がきっかけだが、生保業界にも当て
はまる。生保はあおりを受けたわけではない。
●もちろん、保険代理店にも適用される。

●本義務違反に対する直接の処分規定はない
が、違反があった場合は、保険業法に基づく行政
処分の対象になり得る。



顧客等に対する誠実義務の導入（改正金サ法）
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顧客等に対する誠実義務を果たすためには？

顧客等に対する誠実義務違反になり得る事例

①事業者等が提供できる商品・サービスまたは法令において求められる業務の範囲内で、

②顧客等の属性、商品・サービスの提供を受ける目的、商品・サービスの特性等を総合的に
勘案して、顧客等に最も相応しいサービスの内容または提供法となるように業務を遂行する
ことが求められる

①顧客に適合する複数の商品の中から特定の商品を選択する適切なプロセスを経ていない
②利益相反の可能性等の重要な情報をわかりやすく提供していない
③自らの利益を優先させ、販売会社にメリットのある商品のみ提案している

以下のような業務運営の態様を総合的に見て、顧客本位でない著しく不適切かつ悪質な業務
運営が行われた結果、顧客にふさわしい商品の提案を行なっていないような場合

では、①金融事業者が収益を上げることが否定されるのか？ ②実際に顧客が収益を上げる
結果まで求められるのか？ ③業務の遂行には絶対的な水準が求められるのか？



（参考）顧客本位から顧客の最善利益へ
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（参考）適正販売のステップ（最善利益＆適正な記録）
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比較推奨販売は「ハ方式廃止」 顧客の最善利益を勘案
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ダイヤモンド保険ラボ（2024.11.25）

顧客の最善利益が法制化されたことを受け、今後は「◯◯損保の商品を扱い慣れているから」「◯◯生命
から施策費をもらっているから」という代理店都合による絞り込みは禁止される予定。顧客の意向に沿っ
た絞り込みであることの説明が必要となる予定

対応の方向性

▼適切な比較推奨販売を確保する観点から、乗合代理店が比較推
奨販売を行う場合には、乗合代理店における保険募集の実務や募
集形態等も踏まえつつ、以下の対応を求めていく必要あり。
・ 顧客の意向に沿って保険商品を絞り込む
・保険商品の絞り込みに当たっては、顧客が重視する項目を丁寧か
つ明確に把握した上で、意向に沿って保険商品を選別し、推奨

▼また、こうした対応の実効性を確保するため、乗合代理店におい
ては、顧客に対して商品を提案・推奨する基準や理由を社内規則
等に定めるほか、比較推奨販売の実施状況の適切性を確認・検証
し、必要に応じて改善に取り組むなど、乗合代理店の規模や業務特
性に応じた体制を整備すべき

▼併せて、顧客に対して、乗合代理店と保険会社との関係を示す
ような情報(例えば、取 り扱う保険商品の範囲や所属保険会社等
のリスト等)を提供することも考えられる※
※手数料開示を引き続き検討すべきとの指摘あり

保険業法294条（情報提供義務・権限明示）、294条の2
（意向把握義務）、294条の3（体制整備義務）が重要



生保協の「消費者アンケート」→ 損保へ、テリ制NG
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（出所）第18回代理店業務品質検討ワーキング・グループ（2025年3月）



損保協会の「消費者アンケート」がエビデンス
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金融庁のスタンス
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● これまでやるべきことをやっていなかった。
新たな負担を強いるものではない。

● 保険会社に利便性を損なわないように、
システムの再構築など求めている。

● テリトリー制は10年前のパブコメ（510）が
根拠になっている。ハ方式廃止で消える。

● ルールの目線を示すと潜脱が起きる。あくまで
プリンシプルベースが基本。

● 保険業法294条でガード



「手数料ポイント制度」で損保代理店とは険悪に
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損保代理店、損保会社OBな
ど約260人が申告人となり、
公正取引委員会に「優越的地
位の濫用」として申告する事
態に（2023年6月30日）

【今後の動き】
1：公取はあくまで「これまでの情報では
独禁法上の問題とすることは困難」と述
べたに過ぎない
2：情勢の変化によって判断も変わるが、
認めた際の影響の大きさを懸念か？
3：手数料ポイントの改訂時に保険会社と
交渉を継続して行うこと
4：できれば団体を組成して団体交渉を

（資料）損害保険業の構造的課題と競争のあり方に関する有識者会議（第２回）事務局資料

＜有識者会議での指摘＞

※保険ラボ2023年7月24日配信

2025年1月に
公取から「独
禁法上の措置
は取らない」と
回答



代理店手数料ポイントの「監督指針改正案」
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▼評価項目は「規模・増収」に偏ること
なく、「業務品質」を重視しているか
▼業務品質の具体的な指標は、保険会社
の事務効率化にとどまらず、顧客のサー
ビス向上や法令遵守に資するものか
▼乗り合いしやすくするために、手数料
ポイント制度の例外的な運用を行なって
いないか（特代手）
▼業務品質評価割合の考え方を開示して
いるか
▼手数料ポイント制度の設計や個別評価
に関して代理店の意見を聴取しているか



詳細不明の特定契約比率、適用除外・・・
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損保協会長にMS舩曳社長が就任
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▼再発防止のための販売体
制の再構築が必要
▼第三者評価の実効性
▼自己点検チェックシート
はかなり大事と強調
▼「今後どうやって顧客本
位のビジネスを実現するの
か？」対話が重要。自らも
対話に出向く
▼ちゃんと対話しているか
のモニタリングも重要
▼企業マーケットはリスク
マネジメントの仕組みを作
り上げていく
▼比較推奨は著しく複雑に
ならないようにして、その
上で新たな募集モデルを作
らないといけない



代理店の業務品質に関する「第三者評価制度」
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●代理店の業務品質のうち、顧客本位の業務運営に関する
項目について、業界共通の評価基準（項目・指標）を策定。
●上記策定に関しては、「代理店業務品質評価に関する第
三者検討会」が検討を行う。
●基準策定後は、会員会社や代理店と利害関係のない中
立的な第三者である「代理店業務品質評議会（仮称）」が制
度運営を行う。

第三者検討会では、以下に取り組んでいく

●当協会のホームページで検討経過を公表する。
●上記検討内容に対して、意見受付窓口を常設する。
●評価指針（評価基準、第三者評価制度の運営等）の最
終案に対しては、より広く意見を募集するため、パブリッ
クコメントを実施する。

「モンスター代理店は損保協会で対応する」
「代理店自己点検を高度化する」



保険ブローカーがにわかに活況か
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【生保に飛び火】 FPPの株価推移
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東証グロース上場：2022年9月
東証プライム上場：2023年9月
株価の年初来最高値：3/8＝7720円 （約1800億円）
株価の年初来最安値：8/4＝2324円 （約540億円）
※カッコ内は時価総額

●週刊ダイヤ「保険特集」（4/22発売）

●東洋経済オンライン（6/11配信）

●ダイヤモンド保険ラボ（6/17配信）

株価7720円／時価総額約1800億円



プライム上場記念キャンペーン
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総



FPPへの便宜供与 比較推奨への疑義
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●なないろ生命
月額1000万円の「業務委託費」
◯広告出稿は効果が見込めない
◯ソリシタ10人の訪問を止め、2
人のリモート担当者を配置
◯販売促進や商品研修に関する
「役務」をFPPに要求

●アフラック生命
2022年秋にFPP黒木社長から広
告出稿の依頼あり。「長年の付き
合い。最初にバナー広告を提案」

●ひまわり生命
◯2022年秋に「変額保険」の推
奨入りを打診、同時に出資も打診、
LC退職者のFPPあっせんも



金融庁を怒らせたFPPの質疑応答集（7/18）
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懲りないFPP 金融庁検査 → 結果は・・・
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「甲（生保）が集客活動を実施して収集した見込み顧客の
情報を乙（FPP）に提供し、甲の保険商品を販売することを
目的として乙に保険募集活動を行わせ、乙の業務対価を
甲との共同募集としての取り扱いによる代理店手数料と
する施策」（※カッコ内は編集部注）

●広告費等の便宜供与：1線（営
業部門）だけでなく、２線（コ
ンプラ）、３線（内部監査）の
関与が必要
●比較推奨を歪めることに本当
に気がつかなかったのか？
●推奨理由：主観的ではダメで、
客観性が求められる
●業務品質支援金：顧客対応の
高度化に使われているのか？
●代理点検査：拠点ごとに体制
整備にバラツキがないか？リス
クベースで検査しているか？
●募集人のリクルート：積極的
な人材斡旋は職業安定法に抵触
の可能性あり。あんしん生命の
TCSスキームは2月末で中止。



次の対象は「クリイト」の法人払い、社保潜脱問題か
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M＆Aが加速 手数料の法人払いも問題視
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損保代理店は年々減少、大型化が進む
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（出所）エージェントIR資料



専業代理店にはチャンス到来？？
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⼤規模乗合代理店への監督強化

乗合代理店における適切な⽐較
推奨販売

⼿数料ポイント制度で品質重視

保険会社による本業⽀援、便宜
供与の厳格化

兼業代理店の利益相反に対する
厳格化

企業内代理店の在り⽅の⾒直し

保険仲⽴⼈の活⽤促進

⾃動⾞ディーラー・中古⾞販売店
・「ハ⽅式廃⽌」の影響が⼤きい
・⼀部で専属化の動きあり

保険会社の直資代理店
・すでにキャパオーバー︖受け⼊れ困難か
・寄せ集めのため募集指導・管理に問題あり

広域代理店（看板掛け替え）
・ガバナンスは弱めで、保険会社への貢献低い

地場の有⼒な専業代理店

成⻑が⾒込める専業代理店

成⻑が困難な専業代理店

企業内代理店
・特定契約⽐率で⼀部を除き、存続は困難



全体のまとめ
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【ルール改正・対策】

▼大型、特に兼業代理店にメス

▼求められていることはシンプル
「顧客の最善の利益」
「保険会社・代理店の恣意的な
販売は許されない」

▼体制整備は必須
「意向把握とプロセス管理」
「苦情などをもとにPDCAを回す」

【今後の代理店経営】

▼大型・兼業代理店、企業内代理
店の逆風を取り込む

▼手数料ポイント制度は大して
変わらないという前提で経営

▼顧客本位、最善利益について
社員と話し合い、PDCAを回す

▼生命保険や資産運用の提案
▼地場代理店としてのブランド化
▼保険会社をうまく取り込む
▼できなければ、大手・直資の傘下



ご清聴ありがとうございました

株式会社ダイヤモンド社

〒150-8409 東京都渋谷区神宮前6ｰ12ｰ17
Tel：03-5778-7214／Fax:03-5778-6614

ダイヤモンド編集部

編集委員 藤田章夫

a-fujita@diamond.co.jp
090-5319-0512
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